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事業が環境に与える影響を、はっきり認識すること。
私たちの環境活動は、ここから始まります。
私たち富士通グループは、さまざまな部品や原材料を調達し、水/電力/化学物質などの資源/エネルギーを

使用してお客さまに製品を提供しています。こうした活動は、幅広い局面で環境負荷を生みだします。

私たちは、これらを低減する努力を続けながら、より付加価値の高い製品やサービスの提供を続けます。

また、社会全体の環境負荷を低減するソリューションの提供も、資源循環型社会に貢献する私たちの事業活動です。

情報システム、パソコン、携帯電話、半導体など、資源/エ

ネルギーを使用して多様な製品をお客さまに提供する幅広

い事業活動を展開しています。これらの活動が環境に与

える影響の全体像を把握し、その負荷を可能な限り低減

するよう努力しています。

一方、インターネットをはじめとするITを活用したソリューシ

ョンの提供も、私たちの重要な事業領域です。たとえば、

福島県いわき市においては、ITを活用して化学排出物の

リサイクルをはかる産学官共同の新しいビジネスモデルを

確立し、先行的に適用しました。今後、全国展開を視野

に入れて推進していきます。こうした事業は、お客さまの利

便性向上や業務の効率化を支援するとともに、エネルギー

や資源の効率的な利用をはかる循環型社会のインフラ形

成にも貢献するものと考えております。

私たちは、あらゆる事業領域において環境に配慮した事

業活動を実施し、私たち自身はもとより、お客さまや社会

全体の環境負荷の低減に努力していきます。

事業活動と環境の関わり

調達から回収のプロセスの中で、
環境負荷を低減する
多様な活動を行っています。

環境負荷の全体像

環境負荷要素、個々の実績については、42ページからの資料編をご覧ください。
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製品に組み込む部品/材

料として、できる限り環境

負荷の小さなものを選択

して調達しています。

調達段階

お客さまが製品を使用する

際のエネルギー効率、廃棄

の際のリサイクル性などを

考えた製品環境アセスメン

トの実施、グリーン製品の

開発などを行っています。

開発・設計段階

事業所を中心に、材料とな

る資源や、エネルギー、水

などの使用量を最小限にと

どめる省エネルギー/ゼロエ

ミッション活動を行っていま

す。また、化学物質の排出削

減活動も実施しています。

製造段階

製品の輸送やお客さまへ

の納入の際に、消費する

エネルギー使用量を抑

制し、大気中への排ガス

排出量の低減をはかって

います。

物流/販売段階

使用済み製品の回収、再使

用、再利用を進めるための

エネルギー使用量を抑制し

ています。なお、廃棄物の処

理については、有効利用を

進めていますが、一部埋立

て処分も行っています。

回収・再使用化/再利用化段階

製品のライフサイクルにおける主な取り組み
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